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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月1日(2011.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイン（C）とＩＣコイン（100）との共通の投入口（114）に投入された前記コイン（C
）の真偽を判別して受入コインと返却コインとに選別し、及び前記ＩＣコイン（100）と
通信して受入ICコイン若しくは返却ICコインに選別する価値媒体処理装置において、
　前記投入口（114）の上縁から前下がりに傾斜する磁性レール（118）を設け、前記磁性
レール（118）の下方における少なくとも最大径コインの直径よりも前記投入口（114）か
ら離れた位置に前下がりのＩＣコイン転動レール（122）を配置すると共に前記投入口（1
14）から前記ICコイン転動レール（118）までを前記コイン（C）が重力により落下できる
コイン通路（126）にしたことを特徴とする価値媒体処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】価値媒体処理装置及びそれに用いるＩＣコイン
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コインの真偽を判別し、及び、コイン型電気的価値情報記憶媒体の価値情報
を読み込み、若しくは書き込みできる価値媒体処理装置に関する。
　詳しくは、コインとコイン型電気的価値情報記憶媒体を共通する投入口に投入する価値
媒体処理装置に関する。
　さらには、上記コイン・ＩＣコインの価値媒体処理装置に適したICコインに関する。
　さらにまた、ＩＣコインが磁性レールに吸着された状態において返却口に戻す場合あっ
ても、ＩＣコインを容易に戻すことができる価値媒体処理装置に関する。
　なお、本発明に係る価値媒体処理装置は、コイン式ゲーム機や自動販売機等に使用可能
である。
　本明細書において、「コイン」とは、通貨としての硬貨、ゲーム機のメダルおよびトー
クン等の総称であり、「ICコイン」とはコイン型電気的価値記憶媒体の総称である。
【背景技術】
【０００２】
　第１の従来技術として、ＩＣコインと硬貨のいずれも投入可能な縦スリット状の共通投
入口の背後に当該投入口と同幅の縦長行路を設け、当該縦長行路の底面にはその幅方向中
央部において硬貨のみを収めうる幅の相対的高勾配なくだり斜面の硬貨用通路を形成して
その先に硬貨のみ落下する幅のスリット状硬貨受入口を設けると共に、該硬貨用通路の両
端脇においてはより低勾配な下り斜面の路肩を形成し、該スリット状硬貨受入口より先に
先方にＩＣコイン受け入れ部を設けた種分け機構知られている（例えば、特許文献１参照
。）。
　第２の従来技術として、同一の投入口に続いて下向きに傾斜するコイン搬送路を設け、
このコイン搬送路に複数のシャッタを配置し、投入されたコインの大きさを判別して複数
のシャッタを選択的に開くことにより、ICコイン及びコインをそれぞれに対応した処理部
に振り分けるものが知られている（例えば、特許文献2参照。）。
　第３の従来技術として、コインを投入するコイン投入口と、このコイン投入口から投入
されたコインを径方向に転動させる転動通路と、この転動通路を転動するコインを処理す
るコイン処理手段とを備えたコイン処理装置において、前記転動通路内に、コインと前記
コイン投入口から投入された円板状の非接触型ＩＣ媒体とを振り分ける振分手段と、この
振分手段によって振り分けられた非接触型ＩＣ媒体を処理する媒体処理手段とを備え、前
記振分手段を重量選別手段とし、この重量選別手段によって選別された非接触型ＩＣ媒体
を前記媒体処理手段に導入したことを特徴とするコイン処理装置が知られている。
　さらに、第４の従来技術として、前記第3の従来技術において、前記振分手段に、コイ
ンよりも径の大きい非接触型ＩＣ媒体を一旦係止する係止手段を設け、この係止部で一旦
係止された非接触型ＩＣ媒体を前記媒体処理手段によって処理することを特徴とするコイ
ン処理装置が知られている（例えば、特許文献3参照。）。
【０００３】
【特許文献１】特開2006-189986（図１－図３、２頁―４頁）
【特許文献２】特開2005-293097（図２－７、６頁―１１頁）
【特許文献３】特開2002-063623（図1－3、1頁―4頁）
【０００４】
　第１の従来技術は、コインとＩＣコインとを同一の投入口に投入でき、顧客が投入口を
間違えない利点がある。
　しかし、低勾配な下り斜面の路肩によってコインを硬貨通路に落下させるが、コインは
転動により慣性力を有しているため、路肩上を転がり、コイン用通路に落下せず、結果と
してコインの選別を行うことができない恐れがある。
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　また、コインはＩＣコインの通路を転動中に振分られた後、識別される。
　よって、ＩＣコインの読込若しくは書込装置はコインが転動する通路の下流に配置せね
ばならず、装置が大型化する問題がある。
　さらに、第１の従来技術においては、コインの真偽は、厚みを機械的に判別しているの
みであるので、厚みのみ同一とした偽コインを選別することはできない。
　真偽判別精度を高めるには直径、材質等を加えて真偽判別する必要があるが、コイン用
通路に続いて判別装置を設けねばならず、装置が大型化する問題がある。
　詳細には、ゲーム機等に既に使用されているコイン選別装置との互換性を確保する観点
から、従来のコイン選別機の大きさに収めることが要求される。
　具体的には、大凡幅５０ミリ、高さ１３０ミリ及び奥行き１２０ミリの空間に価値媒体
処理装置が収納されなければならない。
　第１従来技術は前記のように大型化するので、既設機と互換性を有する大きさに作るこ
とができない。
【０００５】
　第２の従来技術は、第１の従来技術同様にシャッタで振り分けた下流に、ICコインの処
理装置及びコインの真偽判別部を配置せねばならず、既設機と互換性を有する大きさにす
ることができない。
【０００６】
　第3の従来技術は、重量選別手段によってコインとICコインとを振り分けるものである
から、コインの投入速度によっても影響を受け、コインがICコインとして選別される恐れ
がある。
【０００７】
　第４の従来技術は、コインとICコインとの直径の相違により選別するので、ICコインの
大きさを自由に選択できない問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の第１の目的は、ICコイン及びコインを処理できる小型の価値媒体処理装置を提
供することである。
　本発明の第２の目的は、既設の価値媒体処理装置と互換性を有するICコイン及びコイン
を処理できる価値媒体処理装置を提供することである。 
本発明の第３の目的は、小型のICコイン及びコインを処理できる価値媒体処理装置を安価
に提供することである。
　本発明の第４の目的は、小型の価値媒体処理装置に適したICコインを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的を達成するため、本発明にかかる価値媒体処理装置は以下のように構成される
。
　すなわち、請求項１に記載の価値媒体処理装置は、コインとＩＣコインとの共通の投入
口に投入された前記コインの真偽を判別して受入コインと返却コインとに選別し、及び前
記ＩＣコインと通信して受入ICコイン若しくは返却ICコインに選別する価値媒体処理装置
において、前記投入口の上縁から前下がりに傾斜する磁性レールを設け、前記磁性レール
の下方における少なくとも最大径コインの直径よりも前記投入口から離れた位置に前下が
りのＩＣコイン転動レールを配置すると共に前記投入口から前記ICコイン転動レールまで
を前記コインが重力により落下できるコイン通路にしたことを特徴とする価値媒体処理装
置である。
【００１０】
　本発明の第１の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、コインとＩＣコインとの共通
の投入口に投入された前記コインの真偽を判別して受入コインと返却コインとに選別し、
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及び前記ＩＣコインと通信して受入ICコイン若しくは返却ICコインに選別する価値媒体処
理装置において、前記投入口に続いて形成した前記コイン及びICコインが移動する共通通
路、前記共通通路の上側に前下がりに配置した磁性レール、前記投入口から少なくとも前
記コインの最大直径以上離れ、かつ前記磁性ガイドに相対する下側に前下がりに配置した
前記ＩＣコインのためのICコイン転動レール、前記ICコイン転動レールの上側に前記コイ
ン共通通路に連続して前下がりに形成されたICコイン通路、前記ICコイン通路の下側に前
記コイン共通通路に連続して形成されたコイン通路、前記ICコイン通路に配置した前記IC
コインの保留装置、前記保留装置によって保留された前記ICコインと通信する通信装置、
前記通信装置による前記ICコインとの通信に基づいて前記ICコインを受入若しくは返却を
決定するICコイン判別装置、前記コイン通路に隣接配置されたコイン特徴検出装置、前記
コイン特徴検出装置の検出特徴に基づいてコインの真偽を判別するコイン判別装置、前記
ICコイン通路の前記保留装置よりも下流に配置されたICコイン振分装置、前記コイン通路
の前記コイン特徴検出装置よりも下流に配置されたコイン振分装置を有する価値媒体処理
装置である。
【００１１】
　本発明の第２の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第１の好ましい実施態様の価
値媒体処理装置において、さらに、前記ICコイン振分装置の下流にICコイン返却通路、前
記コイン振分通路の下流にコイン返却通路を配置し、前記ICコイン返却通路及び前記コイ
ン返却通路は前記投入口の下方に配置した共通の返却口に接続されることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第３の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第１の好ましい実施態様の価
値媒体処理装置において、前記ICコイン通路の入口に進行阻止装置を配置すると共に、前
記共通通路における前記進行阻止装置の上流側に媒体センサを設け、前記進行阻止装置は
通常前記ICコイン通路を閉止する位置に保持され、前記媒体センサがICコインであると判
別した場合、前記進行阻止装置が開放位置に移動されることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の第４の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第３の好ましい実施態様の価
値媒体処理装置において、前記進行阻止装置のICコイン通路入口の開閉に連動して前記投
入口へのコイン、ICコインの前記コイン通路への投入を阻止する阻止手段を配置したこと
を特徴とする。
【００１４】
　本発明の第５の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第４の好ましい実施態様の価
値媒体処理装置において、前記進行阻止装置及び前記阻止手段がリンクによって同一のア
クチュエータによって移動されることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第６の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、磁性リングの内孔にICモジュ
ールを配置してコイン形にした請求項１の価値媒体処理装置に用いるICコインである。
【００１６】
　本発明の第７の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、請求項１の価値媒体処理装置
において、前記磁性レールの磁化・非磁化手段を含んでいることを特徴とする。
【００１７】
　本発明の第８の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第７の好ましい実施態様の価
値媒体処理装置において、前記磁化・非磁化手段は前記磁性レールに磁性を帯びさせる作
用状態と帯びさせない不作用状態とに選択的に切り替えられる磁石を含んでいることを特
徴とする。
【００１８】
　本発明の第９の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第８の好ましい実施態様の価
値媒体処理装置において、前記磁石は、前記磁性レールに磁性を帯びさせる作用位置と帯
びさせない不作用位置とに選択的に位置される永久磁石であることを特徴とする。
【００１９】
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　本発明の第１０の好ましい実施態様の価値媒体処理装置は、第８の好ましい実施態様の
価値媒体処理装置において、前記磁石は、前記磁性レールに磁性を帯びさせる励磁状態と
帯びさせない非励磁状態とに選択的に励磁又は非励磁にされる電磁石であることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００２０】
　請求項１の発明において、投入口から投入されたICコインは投入口に連続し、共通通路
の上側に配置された磁性レールに吸着されて磁性レールからぶら下がった状態になる。
　磁性レールは前下がりに傾斜しているので、投入口に投入されたICコインは磁性レール
にぶら下がった状態で転動し、共通通路を横断してICコイン通路に達する。
　非磁性のコインは、磁性レールに吸着されないので、重力により下方に落下する。
　よって、ICコインとコインとは磁性レールという簡単な構成により選別処理することが
できる。
　鉄等の磁性体で作られた偽ＩＣコインも磁性レールにぶら下がって転動し、ICコインと
同様に選別されるが、ICコインに内蔵されたICと通信することができないので選別される
。
　よって、不正を行うことは極めて困難である。
【００２１】
　第１の好ましい実施態様では、投入口から投入されたICコインは投入口に連続し、共通
通路の上側に配置された磁性レールに吸着される。
　磁性レールは前下がりに傾斜しているので、ICコインは磁性レールに沿って共通通路を
移動し、ICコインの転動レールに達する。
　ICコインは、保留装置によってICコイン転動レール上のICコイン通路に保留され、通信
装置と通信して所定の処理が行なわれる。
　処理の内容に応じてICコイン判別装置がICコイン振分装置を作動し、処理が終了したIC
コインはICコイン通路の傾斜によって転動する過程で収納ICコインと返却ICコインとに振
り分けられる。
　コインは非磁性であるため、磁性レールに吸着されない。
　よって、投入口に投入されたコインは重力によって共通通路からコイン通路に落下する
。
　落下したコインはコイン通路を転動する過程においてコイン特徴検出装置によって特徴
を検知される。
　コイン判別装置は、検知された特徴に基づいて真正コインと偽コインとに判別する。
　この判別結果に基づき、コイン振分装置が作動され、コインは真正コインと偽コインと
に振り分けられる。
【００２２】
　第２の好ましい実施態様では、第１の好ましい実施態様の価値媒体処理装置において、
ICコイン振分装置の下流にICコイン返却通路が形成され、コイン振分通路の下流にコイン
返却通路を配置が形成され、それら返却通路は共通の返却口に接続されている。
　これにより、ＩＣコインとコインはそれぞれの返却通路を転動した後、共通の返却口に
払い出されるので価値媒体処理装置を小型に構成することができる。
【００２３】
　第３の好ましい実施態様では、第１の好ましい実施態様の価値媒体処理装置において、
前記ICコイン通路の入口に進行阻止装置を配置すると共に、前記共通通路における前記進
行阻止装置の上流側に媒体センサを設け、前記進行阻止装置は通常前記ICコイン通路を閉
止する位置に保持され、媒体センサがICコインであると判別した場合、前記進行阻止装置
が開放位置に移動される。
　白銅等の非着磁性のコインは磁性レールに吸着されないので、重力により下方へのコイ
ン通路に落下する。
　また、勢いをつけて投入されたコインは、進行阻止装置によってＩＣコイン通路への進
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行を阻止されて下方へ落下する。
　磁性レールにぶら下がったICコインは、進行阻止装置の上流に配置された媒体センサに
よって検知される。
　この媒体センサの検知に基づいて進行阻止装置がＩＣコイン入口を開口する。
　これにより、磁性レールにぶら下がっているICコインは磁性レールの前下がり傾斜によ
って再び前方に転動した後、保留装置によってICコイン通路に保留され、通信装置と通信
して所定の処理が行なわれる。
　処理の内容によってICコイン判別装置によってICコイン振分装置が作動され、処理が終
了したICコインはICコイン通路の傾斜によって転動する過程で収納ICコインと返却ICコイ
ンとに振り分けられる。
　コイン通路に落下したコインは、コイン通路を転動する過程においてコイン特徴検出装
置によって特徴を検知される。
　コイン判別装置は、検知された特徴に基づいて真正コインと偽コインとに判別する。
　この判別結果に基づき、コイン振分装置が作動され、コインは真正コインと偽コインと
に振り分けられる。
【００２４】
　第４の好ましい実施態様では、進行阻止装置のICコイン通路入口の開閉に連動して阻止
片が投入口へのICコイン及びコインの投入を阻止する阻止手段を配置する。
　これにより、ＩＣコインがICコイン通路に位置しているときは、ICコイン及びコインが
投入口に投入されないので、誤処理を解消できる利点がある。
【００２５】
　第５の好ましい実施態様では、進行阻止装置及び阻止手段が一のアクチュエータによっ
て駆動される。
　よって、部品点数が少なく、構造簡単であるため、安価に構成できる利点がある。
【００２６】
　第６の好ましい実施態様では、ICコインが磁性リングの内孔にICモジュールが配置され
ているので、本発明の価値媒体処理装置に適したＩＣコインを提供できる利点がある。
【００２７】
　第７の好ましい実施態様では、磁性レールの磁化・非磁化手段を含んでいるので、ＩＣ
コインが磁性レールに吸着された状態において、磁力吸着を解除することができる。
　換言すれば、磁化・非磁化手段により磁性レールを非磁化する。
　これにより、磁化・非磁化手段により磁化されていた磁性レールを非磁化し、磁力吸着
されていたＩＣコインが自重により落下可能となる。
　よって、ＩＣコインが磁性レールに吸着されている場合であっても返却口に容易に戻す
ことができる。
【００２８】
　第８の好ましい実施態様では、磁性レールを磁化又は非磁化させることが選択的に切り
換えられる磁石により達成される。
　磁石は、安価に入手又は製造できるので、価値媒体処理装置を安価に構成できる利点が
ある。
【００２９】
　第９の好ましい実施態様では、磁性レールに磁性を帯びさせ及び磁性を解消させるため
に、永久磁石を移動させて行なう。
　磁石の移動は、コインのキャンセルレバの動きを利用することができるので、構造簡単
にして安価に構成できる利点がある。
【００３０】
　第１０の好ましい実施態様では、磁石は電磁石であるので磁石の可動範囲を設けること
なく磁性レールを磁化・非磁化することができる。
　電磁石を用いる場合、装置を小型化できる利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００３１】
　本発明の最良の形態は、コインとＩＣコインとの共通の投入口に投入された前記コイン
の真偽を判別して受入コインと返却コインとに選別し、及び前記ＩＣコインと通信して受
入ICコイン若しくは返却ICコインに選別する価値媒体処理装置において、前記投入口に続
いて形成した前記コイン及びICコインが移動する前下がりのコイン共通通路、前記コイン
通路の上側に前下がりに配置した磁性レール、前記投入口から少なくとも前記コインの最
大直径以上離れ、かつ前記磁性ガイドに相対する下側に前下がりに配置した前記ＩＣコイ
ンのためのICコイン転動レール、前記ICコイン転動レールの上側に前記コイン共通通路に
連続して前下がりに形成されたICコイン通路、前記ICコイン通路の下側に前記コイン共通
通路に連続して形成されたコイン通路、
前記ICコイン通路に配置した前記ICコインの保留装置、前記保留装置によって保留された
前記ICコインと通信する通信装置、前記通信装置による前記ICコインとの通信に基づいて
前記ICコインを受入若しくは返却を決定するICコイン判別装置、前記コイン通路に隣接配
置されたコイン特徴検出装置、前記コイン特徴検出装置の検出特徴に基づいてコインの真
偽を判別するコイン判別装置、前記ICコイン通路の前記保留装置よりも下流に配置された
ICコイン振分装置、前記コイン通路の前記コイン特徴検出装置よりも下流に配置されたコ
イン振分装置を有する価値媒体処理装置である。
【実施例１】
【００３２】
図１は実施例１の価値媒体処理装置に適したＩＣコインの正面図である。
図２は実施例１の価値媒体処理装置の斜視図である。
図３は実施例１の価値媒体処理装置の左側面図である。
図４は実施例１の価値媒体処理装置の右側面図である。
図５は実施例１の価値媒体処理装置の平面図である。
図６は実施例１の価値媒体処理装置の底面図である。
図７は実施例１の価値媒体処理装置の分解斜視図である。
図８は実施例１の価値媒体処理装置のドアプレートを取り外した斜視図である。
図９は実施例１の価値媒体処理装置のドアプレートの裏面斜視図である。
図１０は実施例１の価値媒体処理装置のドアプレートを取りはずした左側面図である。
図１１は図５におけるＡ―Ａ線断面図である。
図１２は図３におけるＢ―Ｂ線断面図である。
図１３は図３におけるＣ―Ｃ線断面図である。
図１４は図４におけるＤ―Ｄ線断面図である。
図１５は図４におけるＥ―Ｅ線断面図である。
図１６は図４におけるＦ―Ｆ線断面図である。
図１７は図３におけるＥ―Ｅ線断面図である。
【００３３】
　まず実施例１の価値媒体処理装置に適したＩＣコインが図１を参照して説明される。
　ＩＣコイン100は円盤状であって下向き傾斜通路を自重で転動でき、かつ、非接触で読
込若しくは書込可能なアンテナ102を備えたＩＣチップ104を内蔵し、コインＣと同様の直
径及び厚みに形成される。
　詳述すれば、ＩＣコイン100はリング形の磁性体よりなる外輪106、及びその内孔108に
一体に構成したアンテナ102とICチップ104よりなるICタグモジュール110を埋め込んで構
成されている。
　ICタグモジュール110は、例えば樹脂により成形された二枚貝状のホルダ内に内蔵され
、当該ホルダが内孔108に密に嵌め込まれ、接着剤等により外輪106と一体化される。
　外輪106は、磁性体である鉄により構成することが出来るが、発錆及び模倣が容易であ
ることから、例えば特許第３０３９８３８号のコイン用ステンレス鋼を用いることが好ま
しい。
　IＣコイン100は通常のコインC、例えば500円硬貨の直径よりも僅かに小径とし、及び僅
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かに厚く形成し、ICタグモジュール110が視認できないよう暗色樹脂性のホルダ内に内蔵
したうえで内孔108に固定、または、側面に不透明なシールを貼付することが好ましい。
　なお、IＣコイン100は通常のコインよりも大径とし、通常のコインと区別しやすくして
も良いが、装置が大型化するので通常のコインよりも僅かに小径及び僅かに厚く構成する
ことがよい。
【００３４】
　次に本発明の実施例１の価値媒体処理装置112が図2乃至17を参照して説明される。
　価値媒体処理装置112は、投入口114、共通通路116、磁性レール118、ICコイン転動レー
ル122、ICコイン通路124、コイン通路126、IＣコインの保留装置128、通信装置132、ICコ
イン判別装置134、コイン特徴検出装置136、コイン判別装置140、ICコイン振分装置142、
コイン振分装置144、コイン返却通路146、ICコイン返却通路148、返却口152、キャンセル
手段154、進行阻止装置156、ICコインの媒体センサ158、投入阻止手段162、を含んでいる
。
【００３５】
　まず、投入口114を説明する。
　投入口114は、コインC及びＩＣコイン100が投入される機能を有する。
　投入口114は、コインC及びＩＣコイン100の投入口を兼用している。
　本実施例１では、投入口114にはICコイン100、10円、50円、100円及び500円コインの投
入が予定されている。
　よって、1円及び５円が投入された場合、偽貨として返却口152に戻される。
　本実施例１において、投入口114は縦長矩形であって、その幅はIＣコイン100の厚みよ
りも僅かに大きく、かつその高さは500円コインの直径よりも僅かに大きく形成されてい
る。
　コインC及びＩＣコイン100の投入口114を共通にすることにより、投入口設置範囲を小
さくできるので、装置を小型化できる利点を有する。
　本実施例１において、投入口114はフロントカバ164の上部中央に形成されている。
　フロントカバ164は、金属製の板状のフロントパネル166の前面を覆うように固定されて
いる。
【００３６】
　次に共通通路116が図10、11及び14を参照して説明される。
　共通通路116は、投入口114に投入されたICコイン100及びコインCが移動する垂立するス
リット状の通路である。
　共通通路116は、フロントパネル166に対し直角に固定され、かつ垂立するベースプレー
ト168とベースプレート168に対しICコイン100の厚みよりも僅かに広い間隔で平行に配置
されたドアプレート172との間に画定される。
【００３７】
　ベースプレート168はほぼ矩形の板状体であり、耐摩耗性を有する樹脂などで一体成形
される。
　本実施例１では図7に示すように、投入口114に隣接するベースプレート168の側面にサ
ブプレート174を固定することにより、薄いICコイン100を使用できるようにしている。
　よって、本実施例１ではサブプレート174の側面とドアプレート172の側面との間に共通
通路116が形成される。
　しかし、サブプレート174はベースプレート168に固定され、実質的にベースプレート16
8と一体をなすので、説明においては便宜的にサブプレート174を含めてベースプレート16
8と称する。
　投入口114の右側の垂立面に連続してベースプレート168の垂立するベース案内面176が
配置され、投入口114に投入されたコインC及びICコイン100の右側面はこのベース案内面1
76に案内される。
　なおベースプレート168は、後述のようにICコイン通路126及びコイン返却通路146をも
画定する。
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　また、サブプレート174を取り外せばさらに厚いICコインも使用することができる。
【００３８】
　次にドアプレート172を図3及び図9を参照して説明する。
　ドアプレート172は、共通通路116、ICコイン通路124及びコイン通路126の一側面を画定
する機能を有する。
　ドアプレート172は、非磁性体よりなるほぼ矩形の板状体であり、上端部がベースプレ
ート168の軸受178、180に取り付けられた支軸182に揺動自在に支持され、付勢手段184と
してのスプリング186によってベースプレート168に近づくよう回動力を受け、下端の突起
188をベースプレート168に突き当てることによりベース案内面176及びドア案内面192間が
所定の間隔で平行になるよう設定してある。
　ドアプレート172は、樹脂により一体成形することが好ましい。
　ドアプレート172のベースプレート168側のＩドア案内面192の下端部からベース案内面1
76に向かってコイン転動レール194が突出している。
　これによりドアプレート172は、共通通路116及びICコイン通路124においては、ICコイ
ン100の厚みよりも僅かに広い間隔で、コイン通路126においては500円コインの厚みより
も僅かに大きい間隔でベースプレート168と平行に位置し、共通通路116、ICコイン通路12
4及びコイン通路126の一側面を画定する。
【００３９】
　次にICコイン通路124を図11を参照して説明する。
　ICコイン通路124は、転動するＩＣコイン100を案内する機能を有する。
　ICコイン通路124は、上流ICコイン通路124Uと下流ICコイン通路124Dとにより構成され
る。
　上流ICコイン通路124Uは、投入口114に続いて形成された通路であり、共通通路116の一
部である。
　上流ICコイン通路124Uと下流ICコイン通路124Dは全体として直線状に前下がりに構成さ
れている。
　前下がりとは、ICコインが自重によって転動できる傾斜を有していることをいう。
　本説明において、特に断りがない場合、ICコイン通路124とは下流ICコイン通路124Dを
指す。
【００４０】
　ます上流ICコイン通路124Uを説明する。
　共通通路116における投入口114の上縁に続いて所定の角度で前下がり(図10、11におい
て左下がり)に直状の磁性レール118がベースプレート168のベース案内面176に固定されて
いる。
　上流ICコイン通路124Uは、上側を磁性レール118、左右側面をベースプレート168とドア
プレート172に囲まれた倒立チャンネル形の底なし通路である。
　磁性レール118は、本実施例においては鉄板により形成され、ベースプレート168の裏面
側に配置した永久磁石196によって磁性を与えている。
　永久磁石196を隔離することにより、磁性レール118の磁性を解除でき、鉄板等により製
造された偽貨を容易に落下させることができるからである。
　しかし、磁性レール118は永久磁石によって作ることもできる。
　この構成により、投入口114に投入されたICコイン100は、磁性レール118にその周面が
吸着され、磁性レール118からぶら下がった状態になる。
　そして、磁性レール118の前下がりの傾斜によってICコイン100は自重によって磁性レー
ル118にぶら下がった状態で転動して共通通路116を横断し、下流ICコイン通路124Dに達す
る。
　投入コインの外周が磁性レール118によって吸着されない場合、例えば500円硬貨は、重
力によって共通通路116を落下し、投入口114から勢いよく奥側に向けて投入されたコイン
Cは後述の進行阻止装置156によりストップされて下流ICコイン通路124Dには到達できない
。
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　よって、上流ICコイン通路124Uは共通通路116における磁性レール118に沿った通路であ
る。
【００４１】
　次にICコイン100のための解除手段198を説明する。
　解除手段198は、磁性レール118に吸着されているICコイン100を磁性レール118から引き
離す機能を有する。
　よって、解除手段198は同様の機能を有する異なる装置に変更することができる。
　本実施例１において、磁性レール118の下面の延長上に非磁性体202、本実施例では樹脂
製の解除レール204が配置されている。
　解除レール204は非磁性体である樹脂であるため永久磁石196による磁束を発せず、磁性
レール118にぶら下がって転動してきたICコイン100は、解除レール204に相対した場合、
自重により落下する。
　解除レール204を用いることにより、ICコイン100を磁性レール118に近接した位置にお
いて磁性レール118に吸着されないようにすることができるので、装置を小型化できる利
点がある。
【００４２】
　次に下流ICコイン通路124Dについて説明する。
　下流ICコイン通路124Dは、磁性レール118から解除手段198によって落下させられたICコ
イン100が転動する通路である。
　下流ICコイン通路124Dは、共通通路116（上流ICコイン通路124U）に続いて形成され、
投入口114から離れるにしたがって下方に位置する下向きの傾斜通路であり、ICコイン転
動レール122、ベースプレート168及びドアプレート172によって下及び左右を囲われた縦
長スリット状の通路である。
　換言すれば、下流ICコイン通路124Dは、ベースプレート168のベース案内面176、ドアプ
レート172のドア案内面192及びICコイン転動レール122によって画定された図11において
左下がりに直線的に伸びる通路である。
　ICコイン転動レール122は、直線状であって、磁性レール118の下方におけるICコイン通
路124の下側に配置され、磁性レール118とほぼ平行に前下がりに傾斜している。
　ICコイン転動レール122の投入口114側端部とフロントパネル166との間の落下開口206は
、最大コインの直径よりも大きく設定され、コインCが共通通路116から後述するコイン通
路126へ落下可能に形成されている。
　また、ICコイン転動レール122の共通通路116側の端部は、図11に示すように垂直上方位
置における磁性レール118の下流端部まで延び、解除手段198によって磁性レール118から
落下させられたICコイン100が確実にICコイン転動レール122上に落下するようにしてある
。
【００４３】
　次にコイン通路126が図11を参照して説明される。
　コイン通路126は、投入口114に投入され、共通通路116から落下開口206を通って落下し
たコインＣを案内する機能を有する。
　コイン通路126は、共通通路116から垂直下方に連続し、ICコイン通路124の隣接下方に
おいてICコイン通路124と平行に直線的に伸びている。
　換言すれば、コイン通路126は投入口114側から垂直下方に延びた後、前下がりに傾斜し
ている。
　コイン通路126の幅はＩＣコイン100の厚みよりも薄く、5円～500円コインの中で最も厚
い500円硬貨の厚みよりも僅かに広い幅を有している。
　換言すれば、コインCはコイン通路126に落下できるが、ＩＣコイン100が誤って落下し
てもコイン通路126へ落下できない。
　しかし、コイン通路126の幅をICコイン100の厚みよりも僅かに大きくし、ICコイン100
が落下可能にし、キャンセル操作を不要にすることもできる。
　コイン通路126は、コインガイド208、コイン転動レール194、ベースプレート168及びド
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アプレート172によって囲われた断面矩形の縦長直線状傾斜通路である。
　換言すれば、コイン通路126は、投入口114の側方位置から真下に延びた後、投入口114
から遠ざかるにしたがって前下がりに傾斜している。
【００４４】
　コインCは投入口114から投入された直後、共通通路116をほぼ直径分移動した後、自重
によって落下する。
　よって、投入口114に連なる共通通路116は、コイン通路126の一部である。
　ドアプレート172のドア案内面192の下端部からコイン転動レール194が突出し、コイン
転動レール194上面はベースプレート168側に向かって下降するよう僅かに横向きに傾斜し
ている。
　この傾斜により、コインCはベースプレート168にもたれつつ転動するので転動位置が安
定する効果がある。
　ベースプレート168のベース案内面176とドアプレート172のドア案内面192との間隔は、
選別するコインCの最大厚みよりも僅かに大きく設定されている。
　しかし、この間隔をICコイン100の厚みよりも僅かに大きくし、ICコイン100が通過可能
とすることもできる。
【００４５】
　コイン転動レール194は、コインガイド208に連続して下流に配置され、ICコイン転動レ
ール122と平行に形成されている。
　コインガイド208は、上面が弧状に形成され、共通通路116から落下したコインCがコイ
ン通路126へスムーズに案内されるように形成してある。
　コインガイド208は、フロントパネル166に隣接したベースプレート168に固定された台
形の金属板であり、コイン転動レール194に連なる落下転動面210が湾曲形成されている。
　コインCの落下によって落下転動面210が摩耗しないため、及び、コインCの転動速度向
上のためである。
　以上より、コインCはドア案内面192及びベース案内面176によって側面を案内されつつ
立った状態でコイン転動レール194上を転動可能である。
【００４６】
　次にキャンセル手段154が図4、15を参照して説明される。
　キャンセル手段154は、ICコイン通路124若しくはコイン通路126においてジャムしたコ
インC、又は、投入したコインCをキャンセルし、返却口152に戻す機能を有する。
　本実施例において、キャンセル手段154は、ドアプレート172、キャンセルレバ212、及
び、第１リンク機構214を含んでいる。
【００４７】
　まず、キャンセルレバ212を説明する。
　キャンセルレバ212は、顧客がコインCをキャンセルするために操作するレバであり、ベ
ースプレート168から横方向に突出する固定軸216にその中間を回転自在に取り付けられて
いる。
　キャンセルレバ212はフロントカバ164の投入口114に対し右側下方に形成された開口218
からフロントカバ164の前方に突出され、顧客によって押し下げ可能に配置されている。
　キャンセルレバ212はスプリング（図示せず）により図4において時計方向に回転力を受
け、下部レバ222がフロントパネル166に対し平行に下方に伸び、図4に示すほぼ垂立する
待機位置においてストッパ（図示せず）により停止され、保持される。
【００４８】
　次に第１リンク機構214が図15を参照して説明される。
　第１リンク機構214は、下部レバ222が図4において反時計方向に回動された場合、ドア
プレート172の下端をベースプレート168から遠ざける方向に移動させる機能を有する。
　第１リンク機構214は、ベースプレート168から横方向に延びるステー224から上方に突
出する支軸226に回動自在に取り付けられたＬ形の第１揺動レバ228を含んでいる。
　第１揺動レバ228の第１レバ228Aは下部レバ222によって押動され、図15において時計方
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向へ回動される。
　第１揺動レバ228の第1レバ228Aは、ベースプレート168の開口を貫通してドアプレート1
72の下端部のコインガイド208の側面に当接し、押動可能である。
　第１揺動レバ228はスプリング（図示せず）により図15において反時計方向に回転力を
受けている。
　これにより第２レバ228Bは、ベースプレート168の裏面に当接し、第1レバ228Aの先端が
コインガイド208の側面から所定距離離れた位置に保持する。
【００４９】
　キャンセルレバ212が図4において反時計方向に回動された場合、下部レバ222は第１レ
バ228Aを押動するので、第１レバ228Aの先端はドアプレート172の下端部を押してベース
プレート168から離隔させる。
　これにより、ドアプレート172は支軸185を支点に回動し、ベースプレート168に対し傾
斜され、コイン転動レール194の側端面とベース案内面176との隙間はコインＣの厚み以上
に離され、かつ、コイン転動レール194の上面は横方向に対して一層下向き傾斜になるの
で、その上に載っているコインCは、自重により落下する。
　落下したコインＣは、コイン通路126の下方においてベースプレート168に形成され、フ
ロントパネル166側へ下向きに傾斜し、コイン返却通路146を構成するコイン返却ガイドレ
ール232上に落下した後、自重によりその上を図11において右方向へ転動し、返却口152へ
転げ落ちる。
　返却口152は、コインCの両サイド及び前方を囲う溝状に形成されているので、コインＣ
は返却口152において立った状態で保持される。
　なお、コイン返却通路146は、図13に示すように湾曲形成し、中間において上下及び横
方向に延びる邪魔板234を配置することにより、返却口152からコイン返却通路146の奥部
が見えないように遮ることが好ましい。悪戯等防止のためである。
【００５０】
　次に媒体センサ158が図10を参照して説明される。
　媒体センサ158は、共通通路116に配置され、投入口114に投入された価値媒体がコインC
であるかＩＣコイン100であるかを判別する機能を有する。
　よって、媒体センサ158は同様の機能を有する他の装置に変更することができる。
　本実施例１において、媒体センサ158は、ベースプレート168のベース案内面176に配置
された投光部236、受光部238及びドアプレート172側に相対配置した光導体242を含んでい
る。
　投光部236及び受光部238は、共通通路116を横断する透過型の光電センサを構成するが
、反射型光電センサや接触式センサ等に変更することができる。
　投光部236及び受光部238は、後述の進行阻止装置156によって進行を停止されたICコイ
ン100に面して配置される。
　具体的には、投光部236からの投射光が共通通路116を横断し、光導体242によってUター
ンされて再び共通通路116を横断し、受光部238に受光される。
　磁性レール118からICコイン100がぶら下がって投光部236又は受光部238と相対した場合
、投光部236からの投射光は受光部238に受光されない。
　よって、非受光状態が所定時間以上継続した場合、ICコイン100が共通通路116に存在し
ないと判断する。
　具体的には、進行阻止装置156に停止され、磁性レール118に吸着されてぶら下がってい
るＩＣコイン100によって投射光を連続して所定時間遮断され場合、検知信号を出力する
。
【００５１】
　次にコイン特徴検出装置136が図3及び4を参照して説明される。
　コイン特徴検出装置136は、コイン通路126を転動するコインCの正偽及び金種に関する
特徴を検出する機能を有する。
　コイン特徴検出装置136は、コイン通路126に沿ってベースプレート168及びドアプレー
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ト172に相対して固定されたコアにコイルを巻きつけた第１コイル体244、第２コイル体24
6、第３コイル体248を含んでいる。
　第１コイル体244は、コインCの直径を検知するために用いられる。
　第２コイル体246は、コインCの厚みを検知するために用いられる。
　第３コイル体248は、コインCの材質を検知するために用いられる。
　これら第１、第２及び第３のコイル体244、246、248からの出力は、コイン判別装置140
に出力される。
【００５２】
　次にコイン判別装置140を説明する。
　コイン判別装置140は、コイン特徴検出装置136の出力を受信し、所定の基準値と比較し
てコインCの正貨及び偽貨並びに金種を判別し、関係装置に出力する。
　コイン判別装置140が偽貨と判別した場合、コイン振分装置144にキャンセル信号CSを出
力する。
【００５３】
　次にコイン振分装置144が図4及び11を参照して説明される。
　コイン振分装置144は、コイン通路126を転動するコインCをコイン返却通路146若しくは
保留金庫（図示せず）へのコイン収納通路252に振り分ける機能を有する。
　コイン振分装置144は、コイン振分体254と第１電磁アクチュエータ256と第２リンク機
構258を有する。
　コイン振分体254は、コイン通路126の延長上のキャンセル位置CP若しくはコイン収納通
路252へ案内する収納位置SPに移動可能である。
　コイン振分体254は、ベースプレート168の裏面から横方向へ突出する固定軸262に回転
自在に取り付けられた第２揺動レバ266の先端から横方向に向かってベースプレート168に
形成した弧状孔264を通ってコイン通路126に延びる棒体である。
　第２揺動レバ266の他端267は、第１電磁アクチュエータ256の鉄心269に固定した蛙又27
0に挿入されている。
　第２リンク機構258は、固定軸262、第２揺動レバ266、他端267、蛙又270によって構成
される。
　鉄心269は、スプリング（図示せず）により、図4において左方向へ付勢され、通常、コ
イン振分体254はキャンセル位置CPに保持される。
【００５４】
　コイン特徴検出装置136の検知情報に基づいてコイン判別装置140が真正コインと判別し
た場合、第１電磁アクチュエータ256が励磁され、鉄心269が図4において右方へ移動され
るので、第２揺動レバ266は反時計方向へ回動され、コイン振分体254は図11における収納
位置SPに移動され、保持される。
　コイン振分体254が収納位置SPに保持される場合、コイン通路126を転動するコインCは
、コイン転動レール194からコイン振分体254上に落下し、横方向への慣性力も手伝って矢
視AR方向に跳ね返り、コイン収納通路252に案内される。
　コイン振分体254がキャンセル位置CPに位置する場合、コイン通路126から落下したコイ
ンCはコイン振分体254に衝突して矢視AC方向に跳ね返り、図11において右方へ案内される
ので、コイン返却通路146のコイン返却ガイドレール232上を転動して返却口152へ戻され
る。
【００５５】
　次に進行阻止装置156が図4、5、10、11、14を参照して説明される。
　進行阻止装置156は、ICコイン100が共通通路116から下流ICコイン通路124Dに進行する
のを阻止する機能、投入口114から勢いよく投入されたコインCが誤って下流ICコイン通路
124Dに進行するのを防止しコイン通路126に案内する機能を有する。
　進行阻止装置156は、逸らせ体268、第3リンク機構272、及び第2電磁アクチュエータ274
を含んでいる。
　逸らせ体268は、板状であり、図10に示すようにＬ形に形成され、ベースプレート168の
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裏面側においてベースプレート168に対し平行に固定された固定軸282に回動自在に取り付
けた第3揺動レバ278の一端に対し直角に折り曲げられて形成されている。
　逸らせ体268は垂立部268A及び下向き傾斜部268Bを有し、投入されたコインCは垂立部26
8Aに衝突して転がり慣性力を消去され、自重で下方へ落下してコインガイド208の落下転
動面210上に落下する。
　第3揺動レバ278の固定軸282よりもベースプレート168に遠い位置から上方に突出する軸
283に第3リンク機構272の端部が回動自在に取り付けられている。
　第3リンク機構272の他端は、第2電磁アクチュエータ274の鉄心284に回動自在に取り付
けられている。
　鉄心284は、スプリング（図示せず）によって突出方向（図5において下方向）に付勢さ
れている。
【００５６】
　よって、第2電磁アクチュエータ274が励磁され、鉄心284が吸引され、図14において上
方へ移動された場合、第3揺動レバ278は反時計方向へ回動され、逸らせ体268は共通通路1
16に進行し、共通通路116をほぼ横断するよう位置する。
　第2電磁アクチュエータ274が消磁された場合、鉄心284は図示しないスプリングにより
図14における下方へ移動される。
　第3揺動レバ278は反時計方向へ回動され、逸らせ体268が共通通路116から退出する（図
1４の位置）。
　このとき、後述のように、阻止片306が投入口114に隣接した共通通路116に進出するの
で、コインCを投入口114に投入することはできない。
　したがって、逸らせ体268よりも投入口114側が共通通路116であり、逸らせ体268よりも
下流が下流ICコイン通路124Dであり、下流ICコイン通路124Dの入口285は逸らせ体268に隣
接する下流位置である。
【００５７】
　次にＩＣコイン保留装置128が図11、14を参照して説明される。
　ＩＣコイン保留装置128は、ＩＣコイン100を下流ICコイン通路124Dの所定位置に保留す
る機能を有する。
　ＩＣコイン保留装置128は、停止片286、第2電磁アクチュエータ274、及び第4リンク機
構288を含んでいる。
【００５８】
　停止片286は、下流ICコイン通路124Dの上方において、ベースプレート168から側方に突
出する固定軸292に回動自在に取り付けられ、ベースプレート168に隣接し、ベースプレー
ト168に対し平行な平面内において回動できる。
　第4リンク機構288は、第２電磁アクチュエータ274の鉄心284に固定され、ベースプレー
ト168に形成された横向きのガイド孔290にガイドされつつ横方向に往復動可能に設けたス
ライド片294、スライド片294から横方向へ突出し、ベースプレート168を貫通するピン296
及び、停止片286に形成した長孔298を含み、ピン296が長孔298にスライド可能に挿入され
ている。
【００５９】
　第2電磁アクチュエータ274が消磁されている場合、スライド片294は図4において最左方
に位置しているので、停止片286は図11において時計方向に回動された保持位置SＰに保持
される。
　停止片286が保持位置SＰに位置する場合、ICコイン転動レール122上を転動してきたＩ
Ｃコイン100は、停止片286の先端に当接して転動を阻止され、保留位置HPに保持される。
【００６０】
　第2電磁アクチュエータ274が励磁された場合、鉄心284が図4において右方へ移動される
ため、停止片286は図11において反時計方向へ回動される。
　これにより、停止片286の先端はＩＣコイン100に当接しない位置に移動され（鎖線示位
置）、ＩＣコイン100はICコイン通路124を図11においてさらに左方へ転動可能になる。
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　下流ICコイン通路124Dを転動するIＣコイン100は、ICコイン振分装置142によってICコ
イン収納通路302又はICコイン返却通路148へ案内される。
【００６１】
　次に投入阻止手段162を図11、14を参照して説明する。
　投入阻止手段162は、ＩＣコイン100が保留位置HPに保留されている場合、コインC及びI
Ｃコイン100を投入口114に投入できないようにする機能を有する。
　投入Ｉ阻止手段162は、第3揺動レバ278の他端部に形成されたＬ形の先端である阻止片3
06である。
　阻止片306は、投入口114の後方のフロントパネル166に近接した位置において、ベース
プレート168の開口307を通って共通通路116に進退可能である。
　よって、逸らせ体268と阻止片306とは第3揺動レバ278の揺動によって反対位相で共通通
路116に進退する。
　詳述すれば、逸らせ体268が共通通路116に位置している場合、阻止片306は共通通路116
から退出する。
　逸らせ体268が共通通路116から退出している場合、阻止片306は投入口114に相対する共
通通路116に位置する。
　よって、阻止片306が共通通路116に位置する場合、コインC及びIＣコイン100を投入口1
14に投入することが出来ない。
【００６２】
　次に通信装置132を説明する。
　通信装置132は、保留位置HPに保留されたＩＣコイン100のＩＣチップ104と価値情報を
通信によって読込及び／又は書込する機能を有する。
　本実施例において通信装置132は、ベースプレート168に固定され、通信機能を有するＩ
Ｃ及びアンテナを搭載した通信基板308である。
　通信装置132は、ICコイン保留装置128によって保留されたICコイン100の側方のベース
プレート168の裏面側に配置されている。
【００６３】
　次にICコイン振分装置142が図4、11、12、14を参照して説明される。
　ICコイン振分装置142は、停止片286による保持を解除されたＩＣコイン100をＩＣコイ
ンICコイン収納通路302若しくはICコイン返却通路148に振分る機能を有する。
　ICコイン振分装置142は、ＩＣコイン振分体314及び第３電磁アクチュエータ316を含ん
でいる。
　ＩＣコイン振分体314は縦軸318の上下端部がベースプレート168に形成された軸受322、
324に回転自在に支持されている。
　縦軸318の上端部に側方に突出する被動レバ326が固定され、被動レバ326の自由端は第
３電磁アクチュエータ316の鉄心328の先端に固定された駆動体332の溝334に挿入されてい
る。
【００６４】
　第３電磁アクチュエータ316が消磁されている場合、鉄心328はスプリング（図示せず）
によって突出され図12に示す待機位置に保持される。
　待機位置において、ICコイン振分体314の一側面である返却案内面338はICコイン通路12
4を形成するベース案内面176に連なって後、下方に向かうにしたがって横方向へ突出する
よう緩やかに湾曲している。
　この湾曲によって、IＣコイン100は、ICコイン返却通路148に案内される。
　図13に示すように、ICコイン返却通路148は、コイン転動レール194上に形成され、隔壁
336によって区切られてコイン返却通路146に並列配置されている。
　隔壁336はドアプレート172の延長上に位置している。
【００６５】
　第３電磁アクチュエータ316が励磁された場合、ICコイン振分体314は図12において時計
方向に回動され、返却案内面338の裏面側の収納案内面342がドアプレート172のドア案内
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面192の延長上に位置する。
　収納案内面342は、IＣコイン100をICコイン収納通路302に案内するよう湾曲形成されて
いる。
　これにより、ICコイン保留装置128の保持を解除されたIＣコイン100は、収納案内面342
によってICコイン収納通路302へ案内される。
　図6に示すように、ICコイン収納通路302はベースプレート168によってコイン収納通路2
52に対し区画され、並列配置されている。
【００６６】
　次にICコイン100のための落下防止装置344を図8、10を参照して説明する。
　落下防止装置344は、ICコイン保留装置128によってICコイン100が保留されている場合
、ドアプレート172がキャンセルレバ212の操作によって移動された場合であってもICコイ
ン100が落下しないよう保持する機能を有する。
　落下防止装置344は、ICコイン保留装置128の上流側においてベースプレート168のベー
ス案内面176に対しICコイン100の厚みよりも僅かに間隔をあけて平行に配置した棒状のサ
ポータ346である。
　サポータ346はベースプレート168に固定されている。
　この構成により、ICコイン100が停止片286に停止されている場合、一面はベース案内面
176、他面はサポータ346に案内され、ICコイン転動レール122上に垂立状態に保持される
。
　よって、ドアプレート172がキャンセルレバ212の操作によって移動されてもICコイン10
0がICコイン転動レール122上から落下しない。
【００６７】
　なお、コイン収納通路252に糸吊り防止手段344を配置することが好ましい。
　本実施例の糸吊り防止手段344は、軸346に対し揺動可能に取り付けた扇形の阻止体348
である。
　通常、重力により阻止体348の一部がコイン収納通路252に突出した状態に垂下される（
図11鎖線示）。
　正貨コインCが通過する場合、阻止体348は当該コインCにより移動され（図11実線示）
、当該コインCは通過することが出来る。
　コインCが通過した後、阻止体348は自己モーメントにより元に戻る。
　これにより、糸吊りしたコインCを引き上げた場合、当該コインCによって阻止体348は
コイン収納通路252内に引き入れられるように力を受けるので、阻止体348に移動を阻止さ
れ、引き上げることはできない。
【００６８】
　フロントカバ164にＩＣコイン100若しくはＩＣカードCDのＩＣチップ104に記憶された
価値情報を表示するための表示器352を装着することが好ましい。
　表示器352は、上向きに形成し、顧客から見えやすいように配置することが好ましい。
　また、フロントカバ164を透光性樹脂にて製造し、フロントカバ164裏面側のフロントパ
ネル166に多数のLEDを配置して発光させることにより、装飾性を高めることができる。
　さらに、スピーカーを組み込むことにより、音楽やアナウンスを流すことができる。
【００６９】
　次に本実施例１の作用を説明する。
　まず正貨コインCを投入したケースを説明する。
　本価値媒体処理装置112がスタンバイ状態にない場合、進行阻止装置156の第2電磁アク
チュエータ274は、消磁され、鉄心284がスプリング（図示せず）によって下方に移動され
、第３リンク機構272を介して第3揺動レバ278は時計方向へ回動され、最時計回り位置に
位置する（図14の状態）。
　これにより、逸らせ体268は共通通路116から退出した位置に保持される。
　一方、逆位相に移動される阻止片306は、共通通路116に進出している。
　よって、投入口114には、コインC及びＩＣコイン100を投入することができない。
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【００７０】
　価値媒体処理装置112がスタンバイ状態にされた場合、第2電磁アクチュエータ274は励
磁され、鉄心284が図14において引き上げられ、第３リンク機構272を介して第3揺動レバ2
78は反時計方向へ回動される。
　これにより、逸らせ体268は共通通路116に進出し、阻止片306は共通通路116から退出す
る。
　よって、投入口114にコインC又はIＣコイン100が投入可能になる。
【００７１】
　通常、コイン振分装置144の第１電磁アクチュエータ256は消磁され、鉄心269はスプリ
ング(図示せず)によって図4において右方へ移動されるので、第２リンク機構258を介して
第２揺動レバ266が最時計方向に回動される（図4の状態）。
　これにより、コイン振分体254はキャンセル位置CP(図11における実線位置)に保持され
る。
　通常、ICコイン振分装置142の第３電磁アクチュエータ316も消磁され、ICコイン振分体
314はICコイン100のキャンセル位置に保持される。
　換言すれば、ICコイン振分体314の返却案内面338がベースプレート168のベース案内面1
76に連続的に連なっている位置に保持される(図12の状態)。
【００７２】
　投入口114に投入されたコインCは、重力により落下し、また、勢いよく投入された場合
には逸らせ体268の垂立部268Aに衝突する。
　垂立部268Aに衝突したコインCは投入口114側へ跳ね返って横方向への移動慣性力を消滅
させられ、重力によりコインガイド208上に落下する。
【００７３】
　このときコインCは媒体センサ158の投光部236から受光部238への光軸を遮断するが短時
間であるため、ICコイン100としては検知されず第2電磁アクチュエータ274は励磁された
ままである。
　コインガイド208の落下転動面210に落下したコインCは、その円弧面により加速されつ
つ転動し、次いでコイン転動レール194上を転動する。
　コインCはコイン転動レール194上を転動する過程で第１、第２及び第３のコイル体244
、246、248に順次相対し、コインCの直径、材質及び厚みに関する特徴情報を検知される
。
　コイン判別装置140は、これらの特徴情報に基づいてコインCの真偽及び金種を判別する
。
【００７４】
　本ケースは正貨として判別され、第１電磁アクチュエータ256が所定時間励磁される。
　この励磁によって、鉄心269は図4において右方へ引かれるので、第２揺動レバ266は反
時計方向へ回動される。
　これにより、コイン振分体254は図11に示す保留位置SPへ移動される。
　コイン転動レール194から落下したコインCはコイン振分体254上に落下して図11におけ
る矢視ARの左方へ跳ね返り、コイン収納通路252へ案内される。
　コイン収納通路252を落下するコインCは、阻止体348を図11において時計方向へ回動さ
せて通過し、保留金庫（図示せず）に保留される。
　保留されたコインCを糸吊りにより引き上げようとしても前述のように阻止体348に阻止
されて引き上げることができない。
【００７５】
　次に偽コインが投入されたケースを説明する。
　投入口114に投入された偽コインは、前述同様にコイン通路126のコイン転動レール194
上を転動する。
　コイン特徴検出装置136は第１、第２及び第３のコイル体244、246、248からの特徴情報
を出力し、コイン判別装置140は偽信号を出力するので、第１電磁アクチュエータ256は励



(18) JP 2009-217784 A5 2011.4.14

磁されない。
　これにより、コイン振分体254は図11におけるキャンセル位置CPを継続するので、偽コ
インはコイン振分体254に衝突してコイン返却通路146へ案内され、返却口152に保持され
てキャンセルされる。
【００７６】
　次にＩＣコイン100を投入口114に投入したケースを説明する。
　ＩＣコイン100は、磁性レール118に吸着され、磁性レール118からぶら下がった状態で
共通通路116を逸らせ体268に向かって転動する。
　ＩＣコイン100は、ほぼ直径分移動した位置で逸らせ体268に進行を阻止され、磁性レー
ルからぶら下がった状態で静止する。
　これにより、投光部236からの投射光はＩＣコイン100によって所定時間以上遮断される
ので、媒体センサ158はICコイン100の検知信号を出力する。
【００７７】
　この検知信号によって、第2電磁アクチュエータ274が消磁され、鉄心284が図14におい
て下方へ移動されるので、第3揺動レバ278は時計方向へ回動され、逸らせ体268は共通通
路116から退出すると共に阻止片306は共通通路116に進出し、コインC及びICコイン100は
投入不可能になる（図14に示す状態）。 
逸らせ体268の共通通路116からの退出によって、ICコイン100は重力によって磁性レール1
18からぶら下がった状態で入口285を通って下流ICコイン通路124Dに転動して進行する。
　ICコイン100が逸らせ体268との相対位置を通過した後、すなわち、投光部236からの投
射光を受光部238が受光したことを検知した後、所定時間経過後、第２電磁アクチュエー
タ274は再び励磁される。
　これによって、逸らせ体268は再び共通通路116に進行し、阻止片306は共通通路116から
退出する。
　また、スライド片294、ピン296を介して停止片286が図11の実線位置に回動され、ＩＣ
コイン100の保持位置SPに保持される。
【００７８】
　逸らせ体268の共通通路116からの退出により、ＩＣコイン100は磁性レール118にぶら下
がった状態で転動した後、解除レール204に相対する。
　これにより、ＩＣコイン100は磁性レール118によって吸着されないので重力によりICコ
イン転動レール122上に落下し、次いでICコイン転動レール122上を下方に向かって転動し
て上端部が停止片286によって停止され、保留位置HPにおいて保留される（図14）。
　ＩＣコイン100は保留位置HPに保留された後、通信装置132によってＩＣコイン100に内
蔵されたＩＣチップ104と通信し、価値情報を読込若しくは書き込む。
　ＩＣコイン100がＩＣコイン100保留位置HPに保留された場合、ＩＣコイン100はベース
プレート168とサポータ346との間に保持されるので、ICコイン転動レール122上から落下
することがないので読込及び／又は書込エラを生じることはない。
【００７９】
　ＩＣコイン100の価値情報がゼロになった場合、ＩＣコイン振分装置142の第３電磁アク
チュエータ316が励磁され、図4において駆動体332が左方に移動されるので、被動レバ326
の先端が左方へ移動され、縦軸318は図16において時計方向へ回動される。
　この回動によって、ICコイン振分体314が時計方向に回動され、収納案内面342がドアプ
レート172のドア案内面192と面一になる収納位置に保持される。
【００８０】
　次いで第2電磁アクチュエータ274が励磁され、停止片286が図14において上方へ移動さ
れる。
　これにより、スライド片294が同方向へ移動され、ピン296を介して停止片282が図11に
おいて反時計方向に回動され、非保持位置に移動される（図11の鎖線示位置）。
　停止片282の係止を解除されたＩＣコイン100は、自重及びICコイン転動レール122の傾
斜によって転動を開始し、ICコイン振分体314に達する。
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【００８１】
　ICコイン振分体314が保留位置にあるため、ＩＣコイン100は収納案内面342に案内され
てICコイン収納通路302へ案内される。
　ＩＣコイン100に価値情報が残存している場合、第３電磁アクチュエータ316は励磁され
ず、キャンセル位置に保持される。
　換言すれば、ICコイン振分体314の返却案内面338がベースプレート168のベース案内面1
76と面一の位置に保持される。
　この場合、ＩＣコイン100は、ICコイン振分体314によってICコイン返却通路148に案内
され、返却口152へ戻される。
【００８２】
　なお、図11に示すように、返却口152の先端部の弧状内面に磁石353を取り付けることが
好ましい。
　転動してきたICコイン100の外輪106が磁石353に吸着され、ICコイン100が反動により跳
ね戻りしないからである。
　磁石353は返却口152の外面に取り付けてもよい。
【実施例２】
【００８３】
図18は実施例２の価値媒体処理装置の右側面図である。
図19は実施例２の価値媒体処理装置の磁化・非磁化手段の分解斜視図である。
図20は図1８におけるＨ―Ｈ線断面図である。
図21は、実施例２の価値媒体処理装置における磁化・非磁化手段の機構説明図である。
図22は、実施例２の価値媒体処理装置における磁化・非磁化手段の作用説明図である。
【００８４】
　実施例２は、磁性レール118の磁化・非磁化手段360を実施例１の価値媒体処理装置112
に装着した例である。
　磁化・非磁化手段360は、必要に応じ磁性レール118を磁化し、又は非磁化する機能を有
し、本実施例２においては、前記磁性レール118に磁性を帯びさせる作用状態と帯びさせ
ない不作用状態とに選択的に切り替えられる磁石362を含んでいる。
　本実施例２において、磁石362は永久磁石364であり、第５リンク機構366によりキャン
セルレバ212に連結されている。
【００８５】
　まず永久磁石364を説明する。
　永久磁石364は、希土類磁石等の強磁石を用いることが好ましい。ICコイン100を確実に
吸着するためである。
　本実施例２において、永久磁石364は矩形立方体であり、非磁性体である樹脂製のホル
ダ368の横向き有底装着孔370に内装されている。
　ホルダ368は、ベースプレート168の磁性レール118が装着された側の裏面側に、磁性レ
ール118と平行に配置された支軸372に回動自在に取り付けられている。
　換言すれば、永久磁石364は支軸372と同様に前下がりに傾斜し、かつ、磁性レール118
と平行に並設されている。
　支軸372は、ベースプレート168に固定されたチャンネル型のブラケット374に取り付け
られている。
　ホルダ368は、支軸372に対し回動し、作用位置OPと非作用位置NPに位置することができ
る（図21、22参照）。
【００８６】
　作用位置OPにおいて、ホルダ368の先端部はベースプレート168の矩形の透孔376に相対
し、底壁380の外表面である作用面382はサブプレート174の磁性レール118に相対する背面
に密接する。
　詳述すれば、支軸372はホルダ368の軸孔383に自由度をもって貫通し、ホルダ368は支軸
372のスラスト方向だけでなく、ラジアル方向にも僅かに移動することができる。
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　磁性レール118と永久磁石364との間には、非磁性体よりなる隔壁384を配置することが
好ましい。
　磁性レール118と永久磁石364との間の距離を一定にし、永久磁石364による磁性レール1
18の磁化を大凡一定にするためである。
【００８７】
　本実施例２において隔壁384は、サブプレート177、ベースプレート168とホルダ368の底
壁380により構成され、その厚みは０．５ミリ以上１．５ミリ以下であることが好ましい
。
　隔壁384が薄すぎ場合底壁380の強度を維持することができず、厚すぎる場合さらに高価
な強力永久磁石を使用せねばならないからである。
【００８８】
　隔壁384は、非磁性体である樹脂により構成することが安価かつ形状の自由度が高いの
で好ましい。
　非作用位置NPにおいて、永久磁石364は、磁性レール118に実質的に磁性を与えない位置
まで磁性レール118から離れる。
　実質的とは、磁性レール118に磁力吸着されているICコイン100が自重により自然落下で
きる磁力をいう。
　図22に示すように永久磁石364による磁化の範囲は、永久磁石364の面に対し直角方向に
大きく作用する。
　換言すれば、磁性レール118に対し直線的に離れる方向に移動するよりも、磁石面が磁
性レール118に傾斜する方向に移動させた方が小移動量であっても磁力の作用範囲が減少
する。
　本実施例２においては、ホルダ368が支軸372回りを回動することにより、作用面382が
磁性レール118に対し傾斜しつつ当該磁性レール118から離れるように構成されている。
　これにより、価値媒体処理装置100全体を小型できる利点がある。
【００８９】
　次に第５リンク機構366を説明する。
　第５リンク機構366は、キャンセルレバ212とホルダ368を連動させる機能を有する。
　第５リンク機構366は、ホルダ368に、支軸372に対しオフセットし、かつ平行に取り付
けられたピン386、コンロッド388及び軸ピン392を含んでいる。
　コンロッド388の下端部は、軸ピン392が軸孔394を貫通ししてキャンセルレバ212のオフ
セット位置に軸支されている。
【００９０】
　コンロッド388の上端部において横方向に伸びる長孔396にピン386が摺動自在に貫通し
ている。
　これにより、キャンセルレバ212が図18において反時計方向に回動された場合、軸ピン3
92、コンロッド388及びピン386は図21において下方へ引かれるので、ホルダ368は図21・2
2において反時計方向に回動され、作用面382は上向きを呈して磁性レール118に対し傾斜
すると共に、離れる。
　このときピン386は長孔396をスライドし、第５リンク機構366の下方動を許容する。
　この位置が非作用位置NPである。
　非作用位置NPにおいて、永久磁石364の磁力MFの作用範囲が磁性レール118から離れて外
れ、磁性レール118の磁力は急激に減少するので磁性レール118に吸着されたICコイン100
は自重で落下可能となる。
　特に、回動により永久磁石364を磁性レール118から離すため、永久磁石364の移動量が
小さくとも磁性レール118の磁性を実質的に非磁化できる。
【００９１】
　キャンセルレバ212の押し下げを解除した場合、図示しないスプリングの付勢力により
キャンセルレバ212が図18において時計方向に回動され、図18に示す待機位置に復帰する
。
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　これにより、軸ピン392、コンロッド388及びピン386を介してホルダ368が図21・22にお
いて時計方向に回動され、作用面382は永久磁石364による磁力により、ベースプレート16
8の背面に吸着し、実線位置の作用位置OPに保持される。
　これにより、磁性レール118は永久磁石364の磁力MFの作用により磁化される。
【００９２】
　次に第２実施例の作用を説明する。
　通常状態において、ホルダ368の作用面382は磁性レール118の側方に位置し、永久磁石3
64の磁力によって磁性レール118は磁化されている。
　よって、ＩＣコイン100を投入口114に投入した場合、実施例１と同様に処理される。
【００９３】
　ＩＣコイン100を投入口114に投入した直後にキャンセルする場合、キャンセルレバ212
が図18において反時計方向に回動される。
　これにより、軸ピン392、コンロッド388及びピン386を介してホルダ368が支軸372を中
心に図21・22において反時計方向に回動される。
　ホルダ368の回動の際、ピン386は長孔396を相対移動できるので、ホルダ368の支軸372
回りの回動が阻止されることはない。
　ホルダ368の回動によって、作用面382は磁性レール118の側方から離れると共に上向き
に変位するので、磁性レール118に対する磁力MFの作用が急速に弱まり、磁性レール118に
吸着されているICコイン100は自重により落下する。
　落下したICコイン100はICコイン返却通路148に達し、ICコイン返却通路148を転動して
返却口152に戻される。
【実施例３】
【００９４】
　図23は、実施例３の価値媒体処理装置における磁化・非磁化手段の概略説明図である。
　次に実施例３を図23を参照して説明する。
　ベースプレート168の磁性レール118に対し背面側に鉄心398にコイル400を巻き付けた電
磁石402を配置してある。
　この電磁石402が磁石362であり、磁化・非磁化手段360である。
　コイル400は直流電源404、キャンセルスイッチング回路406及びスタンバイスイッチン
グ回路408と直列に配置されている。
　キャンセルスイッチング回路406は、キャンセルレバ212が待機位置にある場合閉止され
、所定量回動した場合開放にされる常閉のスイッチング回路である。
　スタンバイスイッチング回路408は、価値媒体処理装置112がスタンバイ状態にされた場
合閉止され、スタンバイ状態でない場合開放される常開のスイッチング回路である。
【００９５】
　次に実施例３の作用を説明する。
　価値媒体処理装置112がスタンバイ状態にされた場合、換言すれば第2電磁アクチュエー
タ274が励磁された場合、スタンバイスイッチング回路408は閉止される。
　これにより、キャンセルスイッチング回路406は閉止されているのでコイル398に電流が
流れ、鉄心398に磁力が発生し、電磁石402が磁力を発生する。
　磁性レール118は鉄心398の磁力によって磁化され、ICコイン100が投入された場合、IC
コイン100の外輪106を磁力吸着できる。
【００９６】
　ＩＣコイン100を投入口114に投入した場合、磁性レール118が磁化されているので、実
施例１と同様にICコイン100は処理される。
　ＩＣコイン100を投入口114に投入した直後にキャンセルする場合、キャンセルレバ212
が図18において反時計方向に回動される。
　所定量回動された場合、キャンセルスイッチング回路406が開放されるので電磁石402は
消磁し、磁性レール118は磁性を失い、ICコイン100は自重によりICコイン返却通路148に
落下し、ICコイン返却通路148を転動して返却口152に戻される。
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【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】図１は実施例１の価値媒体処理装置に適したＩＣコインの正面図である。
【図２】図２は実施例１の価値媒体処理装置の斜視図である。
【図３】図３は実施例１の価値媒体処理装置の左側面図である。
【図４】図４は実施例１の価値媒体処理装置の右側面図である。
【図５】図５は実施例１の価値媒体処理装置の平面図である。
【図６】図６は実施例１の価値媒体処理装置の底面図である。
【図７】図７は実施例１の価値媒体処理装置の分解斜視図である。
【図８】図８は実施例１の価値媒体処理装置のドアプレートを取り外した斜視図である。
【図９】図９は実施例１の価値媒体処理装置のドアプレートの裏面斜視図である。
【図１０】図１０は実施例１の価値媒体処理装置のドアプレートを取りはずした左側面図
である。
【図１１】図１１は図５におけるＡ―Ａ線断面図である。
【図１２】図１２は図３におけるＢ―Ｂ線断面図である。
【図１３】図１３は図３におけるＣ―Ｃ線断面図である。
【図１４】図１４は図４におけるＤ―Ｄ線断面図である。
【図１５】図１５は図４におけるＥ―Ｅ線断面図である。
【図１６】図１６は図４におけるＦ―Ｆ線断面図である。
【図１７】図１７は図３におけるＥ―Ｅ線断面図である。
【図１８】図18は実施例２の価値媒体処理装置の右側面図である。
【図１９】図19は実施例２の価値媒体処理装置の磁化・非磁化手段の分解斜視図である。
【図２０】図20は図1８におけるＨ―Ｈ線断面図である。
【図２１】図21は、実施例２の価値媒体処理装置における磁化・非磁化手段の機構説明図
である。
【図２２】図22は、実施例２の価値媒体処理装置における磁化・非磁化手段の作用説明図
である。
【図２３】図23は、実施例３の価値媒体処理装置における磁化・非磁化手段の概略説明図
である。
【符号の説明】
【００９８】
C　コイン
100　ＩＣコイン
106　磁性リング（外輪）
110　ICタグモジュール
114　投入口
112　価値媒体処理装置
118　磁性レール
122　ＩＣコイン転動レール
116　共通通路
124　ICコイン通路
126　コイン通路
128　ICコインの保留装置
132　通信装置
134　ICコイン判別装置
136　コイン特徴検出装置
140　コイン判別装置
142　ICコイン振分装置
144　コイン振分装置
146　コイン返却通路
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148　ICコイン返却通路
152　返却口
156　進行阻止装置
158　媒体センサ
162　阻止手段
274　アクチュエータ
285　ICコイン通路入口
360　磁化・非磁化手段
362　磁石
364　永久磁石
402　電磁石
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１９】
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